








































































業生産においては、2000 年以降に 11 ヵ所の農業園区が設置され緑色農産物の生産や循環
型農業に対応した新都市型農業の拠点が形成される。その１つの事例が崇明島である。生態
農業を発展する同時に、農業観光が盛んたことは分かった。水環境に関しては、1998 年か
ら始まる蘇州河総合整備事業は、2010 年までに清流を復活させることを目標に第Ⅰ期
（1998～2002年）、第Ⅱ期（2003～2005年）、第Ⅲ期（2006～2008年）の３期に分けて約
140億元を投じた。この過程で、1,000社の企業や工場を内陸部等に移転させ、跡地は住宅、
商業用地、緑地に転用された。こうした徹底した整備事業を通じて沿岸の景色と水質指標を
見る限り蘇州河の水質は大幅に改善されたことが分かった。 
 
全体を通して見ると、経済発展につれ、人口の増加と上海の都市域の拡大によって、地域
構成の仕方に大きな変化をもたらしたことが分かった。また、経済発展は、人口の増加、都
市域の拡大、産業構造の変化、環境問題と相互に関係しながら、起こってきたことと、非常
に複雑の関係としてできたことが分かった。この結果、上海市の内部から見ると、水環境が
改善された。しかし、外部から見ると、問題は根本的に解決されていない。単なる水環境問
題は外に移転しただけである。ゆえに、上海市の上流地域で汚染が発生する可能性がある。
従って、内陸部の汚染源となる企業に対しての環境対策を講じないと、本当の意味上での環
境問題の解決に繋がらないと考えられる。これが、今後の中国の環境政策の課題と言える。 
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